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eポートフォリオを用いた臨床実習日誌の指導
にあたる教員の変化について
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【背景】2017年度の臨床実習より全診療科統一で e
ポートフォリオの日誌の指導を行うことになった。
eポートフォリオを用いた指導は、学生が日々の省
察を行い、教員が「足場かけ」としてのコメントを
行うことで、生涯学習の礎となるコンピテンシーの
育成を目標としている。指導教員がそれぞれの目と
手法で学生の教育にあたり、それを他の指導教員が
参考にすることができる。教員によっては、指導教
員の成長にも eポートフォリオは役立つと考えるむ
きもある。そこで、2017年度と 2018年度のコメン
トの状況を調べ、eポートフォリオが指導教員の成
長に役に立つのかを調査した。
【方法】2017年度と 2018年度の eポートフォリオ
の日誌への指導状況の比較を行い、かつ、学生の e
ポートフォリオに対する感想のアンケートより診療
科毎にこの 2年間の評価の違いを調査した。
【結果】日誌にコメントを行った教員は 2017年度
93名、2018年度 61名と 2017年度の方が多かった。

しかし、コメントを定期的に書いている教員の数は
大きな違いが見られなかった。人事異動等の関係も
あり、2017年度と 2018年度で共通してコメントを
書いている教員は 46名であった。その教員が全体
のコメント数の 2017年度は 89%を、2018年度は
95%を占めた。学生のアンケート「主体的な学び
ができたか」「何を優先して学習すべきか考えられ
た」「なりたい医師像について考えられた」などの
項目全てで、ほぼ全科で評価が上がった。2年目の
方が学生の満足度およびコンピテンシー育成に関す
る評価が上がっていることが分かり、教員の指導力
の上昇あるいは教員の指導者としての成長の可能性
が見られた。
【考察】eポートフォリオは新しいツールであるが、
一人一人の学生に向き合って指導する昔ながらの指
導方法である。学生を指導することは、その学生の
みならず自分自身への省察を伴う作業であり、指導
教員自身がその特性に合わせた指導方法を身につけ
成長する可能性を有するものだと考えられた。
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